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こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
古
代
寺
院
跡

と
い
う
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
北
山
廃
寺
、

北
山
三
嶋
遺
跡
が
、
集
落
、
生
産
遺
跡
と
し
て

も
、
歴
史
的
に
重
要
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
で
特
筆
す
べ
き
成
果
と
し
て
、

瓦
造
り
の
中
心
と
な
る
三
つ
の
要
素
全
て
を
検

　
北き

た

山や
ま

廃は
い

寺じ

、
北
山
三
嶋
遺
跡
は
、
紀
の
川
市

貴
志
川
町
北
山
に
所
在
し
ま
す
。
中
山
間
総
合

整
備
事
業
（
北
山
地
区
）
の
た
め
、
那
賀
振
興

局
産
業
振
興
部
農
地
課
か
ら
委
託
を
受
け
、
和

歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
発
掘
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
過
去
の
調
査
成
果
か
ら
、
北
山
廃
寺
が
、
奈

良
時
代
前
期
（
今
か
ら
約
一
三
〇
〇
年
前
）
を

中
心
と
す
る
古
代
の
寺
院
跡
で
あ
る
こ
と
、
北

山
三
嶋
遺
跡
が
、
北
山
廃
寺
と
一
部
重
な
っ
て

お
り
、
弥
生
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
遺
跡

で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
は
、
規
模
が
小
さ
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
遺
跡
に
関
す
る
大
ま
か
な
情
報
し

か
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
の
調
査
は
、
河
岸
段
丘
の
縁
に
近
い
部

分
、
北
山
廃
寺
か
ら
み
れ
ば
外
側
に
あ
た
る
範

囲
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
弥

生
時
代
の
集
落
跡
を
は
じ
め
、
古
代
の
窯
や
粘

土
採
掘
坑
、
中
世
の
瓦
生
産
跡
な
ど
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
。

出
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

素
材
の
採
集
場
所
（
粘
土
採
掘
坑
）、
瓦
の
製

作
場
所
（
轆ろ

く
ろ轤
の
据
え
付
け
跡
が
あ
り
、
工
房

と
み
ら
れ
る
建
物
）、
瓦
を
焼
く
場
所
（
瓦
窯
）

の
三
つ
で
す
。

　
時
期
は
、
古
代
寺
院
の
近
隣
と
い
う
環
境
か

ら
す
れ
ば
少
し
意
外
な
こ
と
で
す
が
、
古
代
よ

り
も
新
し
い
時
代
、
中
世
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
瓦
造
り
の
主
要
な
要
素
が
全

素材を採集した跡（粘土採掘坑 : 中世）

瓦の製作場所（白線が柱の並び : 中世）
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て
見
つ
か
っ
た
遺
跡
は
、
和
歌
山
県
で
は
初
め

て
で
、
全
国
的
に
み
て
も
、
数
少
な
い
貴
重
な

例
で
す
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
瓦
窯
が

面
し
て
い
る
谷
は
、地
元
で
は
、「
カ
ワ
ラ
ダ
ニ
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
今
回
の
調
査
で
、
地
名
が

瓦
窯
の
存
在
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
瓦
窯
は
、
瓦
を
焼
く
部
分
（
焼
成
部
）
を
検

出
し
ま
し
た
。
焼
成
部
は
、
長
さ
約
二
メ
ー
ト

ル
、
幅
約
一
メ
ー
ト
ル
で
、
写
真
の
奥
に
あ
た瓦の焼成場所 ( 瓦窯 : 中世 )
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る
部
分
に
、
未
発
掘
で

す
が
、
火
を
燃
や
す
部

分
（
燃
焼
部
）
が
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
窯
の
内
部
か
ら
は
、

軒
を
飾
る
平
瓦
（
軒
平

瓦
）
が
出
土
し
ま
し
た
。

模
様
や
作
り
方
な
ど
か

ら
、
一
四
世
紀
代
（
今

か
ら
約
七
〇
〇
年
前
）

に
焼
か
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、

県
内
の
遺
跡
な
ど
で
、

同
じ
模
様
を
持
つ
瓦
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
こ
の
地
で
焼
か
れ
た
瓦
の
行
き
先

は
、
謎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
世
以
外
の
時
期
で
は
、
弥
生
時
代
の
集
落

跡
を
検
出
し
た
こ
と
が
目
を
引
き
ま
す
。
北
山

三
嶋
遺
跡
で
弥
生
土
器
が
出
土
す
る
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
集
落
が
あ
る
こ
と
は
予

想
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
見
つ
か
っ
た
四
棟
の
竪
穴
建
物
の
う
ち
、
三

棟
は
、
丸
い
平
面
形
で
、
残
り
一
棟
は
、
半
分

が
壊
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
四
角
い
平
面
形
で

中世の瓦窯から出土した軒平瓦

す
。
弥
生
時
代
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
時

期
（
今
か
ら
約
二
〇
〇
〇
年
前
）
に
建
て
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
古
代
の
成
果
に
も
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
今
回
の
調
査
は
、
寺
院
の
外
側
に

あ
た
る
部
分
だ
っ
た
と
は
い
え
、
全
国
で
も

四
〇
点
程
度
し
か
例
の
な
い
、
塔
の
先
端
を
飾

る
ド
ー
ナ
ツ
形
の
部
材
（
須
恵
質
相
輪
片
）
が

出
土
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
工
房
こ
そ
見
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
中
世
の
時
期
と
同
じ
く
、

粘
土
採
掘
坑
や
瓦
窯
が
見
つ
か
る
な
ど
、
遺
跡

の
歴
史
的
な
重
要
さ
を
考
え
る
に
十
分
な
結
果

を
得
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
伽が

ら
ん藍
の
中
心
部
（
寺
院
の
中
枢

部
分
）
に
、
よ
り
近
い
位
置
に
つ
い
て
も
調
査

す
る
予
定
で
す
。
古
代
寺
院
に
関
係
す
る
遺
構

や
遺
物
が
大
量
に
見
つ
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
伽
藍

配
置
を
は
じ
め
と
す
る
北
山
廃
寺
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
岩
井 

顕
彦
）

集落跡（▲印が竪穴建物 : 弥生時代）

塔の先端飾り片（実物の４分の１）
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修
理
工
事
で
は
現
在
、
建
物
軸
部
の
建
て

起
こ
し
や
柱
足
元
の
修
理
、
床
組
材
の
組
立

な
ど
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

建
物
の
修
理
と
並
行
し
て
、
貼
付
壁
や
襖
な

ど
に
描
か
れ
た
障
壁
画
の
修
理
も
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
障
壁
画
の
修
理
工

程
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
修
理
前
調
査
を
基
に
修
理
方
針
を

決
め
ま
す
。
次
に
、
解
体
に
よ
る
損
傷
を
防

ぐ
為
に
仮
の
剥は

く

落ら
く

止ど

め
を
行
い
、
本ほ
ん

紙し

（
障

壁
画
が
描
か
れ
る
紙
）を
そ
の
裏
の
浮う

け

紙し
（
下

貼
り
の
最
上
層
の
紙
）
ご
と
一
体
で
解
体
し

ま
す
。
解
体
後
、再
び
剥
落
止
め
を
行
っ
て
、

浮
紙
を
除
去
し
、

ほ
こ
り
や
汚
れ

を
落
と
し
た
ら
、

本
格
的
な
修
理

へ
と
掛
か
り
ま

す
。

　
古
い
肌は

だ

裏う
ら

紙し

（
本
紙
に
直
接
貼

ら
れ
た
紙
）
を

繊
維
を
ほ
ぐ
す
様
に
剥
が
し
て
い
く
「
肌
上

げ
」、
繕
い
箇
所
の
除
去
を
行
い
ま
す
。
こ

の
段
階
は
、
本
紙
裏
面
の
調
査
な
ど
を
行
う

絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
本
紙
の
欠
損
が
大
き
い
箇
所
に
は

「
補ほ

て
ん填
」
と
い
っ
て
裏
面
か
ら
補
修
紙
を
貼

り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
「
肌
染
め
」
を
し
た
肌

裏
紙
で
「
肌
裏
打
ち
」「
増
し
裏
打
ち
」
と

貼
り
進
め
、最
後
に
「
裏
貼
り
」
を
し
ま
す
。

こ
の
後
、
補
修
紙
上
へ
の
「
補
彩
」
を
施
し

て
完
成
で
す
。

　
こ
れ
ら
障
壁
画
の
修
理
は
、
国
の
選
定
保

存
技
術
保
存
団
体
に
認
定
さ
れ
て
い
る
国
宝

修
理
装そ

う
こ
う潢
士し

連
盟
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
津 

健
太
朗
） 

　　　　　　　　　

文
化
財
建
造
物
課 

短
信

　　　　　　　　　　　　　　　   

「肌上げ」の様子

「補填」の様子

「肌裏打ち」の様子

障壁画修理後（「補彩」前の状態） 障壁画修理前
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紀ノ川流域の古代寺院　　　　　　　　　　　　　　－「日本霊異記」に描かれた古代寺院－

　
　前回、『日

に ほ ん

本霊
りょういき

異記』中巻第三十二話に記された紀伊の薬
やくおう

王寺
じ

（薬
やくしょう

勝寺
じ

廃
は い じ

寺）の話
をしました。今回は、この「日本霊異記」について話をします。 
　この説話集は正確には『日

に ほ ん

本現
げんぽう

報善
ぜんあく

悪霊
りょういき

異記』或いは『日本国現報善悪霊異記』の
名称で、平安時代初期に書かれた現存する日本最古の仏教説話集です。上巻 35 話、
中巻42話、下巻39話の計116話が年代順に収められています。編集された年代ははっ
きりしませんが９世紀前半（弘仁 13 年 822）に書かれたともいわれています。
　著者は、奈良右京の薬師寺の僧 景

きょう

戒
かい

で、紀伊国名草郡の出身といわれています。
景戒については、下巻三十八に「妻子とともに俗世で暮らしていた」と記されており
当時としてはかなり珍しい存在であったようです。説話の舞台は、東は上

か ず さ

総（千葉）国、
西は肥

ひ ご

後（熊本）国までと広範囲に及びますが、畿内とその周辺部の記述が多く、中
でも紀伊国の話が多くみられます。紀伊国出身といわれるゆえんでもありましょう。
　仏教説話という性格上、善悪は、必ず報いをもたらし、それは現世に来るものもあ
れば来世で被ることも、地獄で被ることもあると説いています。説話の多くは善をな
して良い報いを受けたという話か、悪をなして悪い報いを受けたとの話のいずれかで
す。善悪の応報を説いた因

い ん が

果譚
たん

であることがよくわかります。説話自体は、奇跡や怪
異なものが多く、とうてい真実を伝えるものとは考えにくいのですが、当時の世相を
反映しているものも多く、官主導の仏教とは異なる民間仏教草創期の様子を知る上で
も重要で、後の『今

こんじゃく

昔物語集』などにも影響を与えたといわれています。
　紀伊にまつわる話は全部で 11 話あります。そのうち寺名がわかっているものが７
話あります。

　上巻第三十四「紀伊の国安
あ て

締の郡の私
きさきべでら

寺 ･･･」
　中巻第十一　「紀伊の国伊

い と

刀の郡桑
くわはら

原狭
さ や

屋寺 ･･･」
　中巻第三十二「紀伊の国名草の郡三上の村の人、薬王寺 ･･･」
　下巻第十七「紗

し ゃ み

彌信
しんぎょう

行は、紀伊の国那賀の郡の里の人、･･･ 里に一つ道場あり。號
　　　　　　　けて彌

み

気
け

の山
やまむろ

室堂
どう

と日ふ。」
　下巻第二十八「紀伊の国名草の郡貴

き し

志の里に一つの道場あり號けて貴志寺と日ふ。」
　下巻第三十「･･･ 紀伊の国郡の人なり…先祖の造れる寺、名草の郡の能

の お

應の村にあ
　　　　　　　り。名を弥

み ろ く じ

勒寺と白ふ」
　下巻第三十四「巨

こ せ

勢の呰
あさ

女
め

は紀伊の国名草の郡埴生の里の女なり･･･大谷堂に住し･･･」
　
　考古学的に証明されたわけではないですが、恐れずに古代の寺院に当てはめると狭
屋寺は佐

さ や

野廃寺、薬王寺は薬勝寺、貴志寺は北山廃寺、弥勒寺は直
のうがわ

川廃寺ということ
になるのでしょうか。読者の皆さんはどう思われますか。　　　　　　　　　（続く）
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今
回
紹
介
す
る
の
は
、
海
南
市
下
津
町
に
あ
る
三さ
ん

郷ご
う

八は
ち
ま
ん幡

神
社
の
蟇

か
え
る
ま
た股

彫
刻
で
す
。
こ
こ
に
は
人
物
を

題
材
と
し
た
も
の
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
俵
の

上
に
乗
っ
た
人
物
で
、
肩
に
は
袋
を
担
ぎ
、
頭
に
は

頭
巾
を
被
っ
て
い
ま
す
。「
大
黒
様
」
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
両
脇
に
は
二
股
大
根
と
、
宝
物
の
詰

ま
っ
た
大
き
な
巾
着
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
五
穀
豊

穣
と
財
福
の
神
様
で
す
。

  

　
も
う
一
つ
は
、
何
か
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な
格
好

を
し
た
人
が
木
の
下
に
立
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
プ
ス

カ
ー
ト
を
は
い
た
女
性
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
木
に

は
花
が
一
輪
と
果
実
が
三
個
実
っ
て
い
ま
す
。
桃
の

よ
う
に
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
「
西せ
い

王お
う

母ぼ

」
と
い
う
女

性
の
仙
人
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
西
王
母
は
三
千
年

に
一
度
だ
け
開
花
し
て
実
を
結
ぶ
桃
の
実
を
漢
の
武

帝
に
献
上
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
桃
は

不
老
不
死
の
妙
薬
な
の
で
す
。

　
三
郷
八
幡
神
社
は
周
辺
の
三
つ
の
村
の
鎮
守
で
、

本
殿
は
永
禄
二
年
（
一
五
五
八
）
に
そ
れ
ぞ
れ
の
村

の
大
工
達
が
協
力
し
て
建
て
た
も
の
で
す
。
こ
の
彫

刻
に
は
五
穀
豊
穣
と
長
寿
を
祈
っ
た
村
人
の
願
い
が

籠
め
ら
れ
て
い
る
、
そ
ん
な
気
が
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

（
鳴
海 

祥
博
）

　
女
優
、
森
光
子
さ
ん
演
ず
る
「
放
浪
記
」
が
昭
和
三
六
年
の
初
演
以
来
、

二
千
回
を
記
録
し
た
と
の
こ
と
。
国
民
栄
誉
賞
の
話
も
あ
り
、
ず
い
ぶ
ん

と
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
放
浪
記
」
は
、
昭
和
初
期
を
代
表
す
る
女
流

作
家
、
林
芙
美
子
の
自
伝
的
小
説
で
あ
り
、
彼
女
の
出
世
作
と
も
な
っ
た

作
品
で
す
。
昭
和
六
年
、
こ
の
印
税
を
も
と
に
彼
女
は
、
単
身
パ
リ
に
出

か
け
ま
す
。

　
そ
の
同
じ
年
、
ひ
と
り
の
若
く
、
貧
し
い
考
古
学
者
が
欧
州
の
考
古
学

を
学
ぶ
た
め
、
や
は
り
単
身
パ
リ
に
出
か
け
ま
し
た
。
森も
り
も
と本

六ろ
く

爾じ

。
明
治

三
六
年
、現
在
の
奈
良
県
桜
井
市
に
生
ま
れ
た
六
爾
は
、中
学
校
を
卒
業
後
、

地
元
の
尋
常
小
学
校
の
代
用
教
員
と
し
て
勤
め
る
か
た
わ
ら
、
県
内
の
遺

跡
・
遺
物
の
研
究
に
没
頭
し
ま
す
。

　
大
正
一
三
年
、
二
二
歳
の
と
き
、
さ
ら
な
る
学
問
的
情
熱
に
衝
き
動
か

さ
れ
る
よ
う
に
六
爾
は
上
京
し
ま
す
。
東
京
で
は
、赤
貧
の
な
か
で
雑
誌「
考

古
学
」
を
創
刊
・
編
集
し
、
自
ら
も
こ
こ
に
多
く
の
論
文
を
発
表
し
ま
す
。

　
六
爾
の
研
究
は
、
青
銅
器
か
ら
弥
生
土
器
、
さ
ら
に
は
古
墳
と
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
が
、
中
で
も
弥
生
稲
作
論
―
弥
生
時
代
に
は
稲
作
が
始
ま
っ

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
特
筆

す
べ
き
業
績
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
も
大
学
教
授
や
博
物
館
の

研
究
員
で
も
な
い
、
在
野
の
一
介
の
若
者
と
し
て
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
の
滞
在
は
、
と
も
に
一
年
に
も
満
た
な
い
期
間
で
す
が
、

そ
の
間
、
二
人
が
何
度
か
会
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
六
爾
も
芙

美
子
も
こ
の
と
き
二
八
歳
。
パ
リ
の
空
の
下
、六
爾
は
考
古
学
へ
の
思
い
を
、

わ
け
て
も
弥
生
稲
作
論
を
芙
美
子
に
熱
く
語
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　（
村
田

　
弘
）

建
築
彫
刻
の
話 

　
⑤     

発
掘
屋
余
話
　
⑤
　
　「
放
浪
記
」
と
弥
生
稲
作
論

三郷八幡神社の蟇股彫刻「大黒様」同右　「西王母」
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（財）和歌山県文化財センター　http://www.wabunse.or.jp/
○「地宝のひびき―和歌山県内文化財調査報告会―」
　日　時：平成 21 年 6 月 28 日（日）午前 10 時 30 分～午後４時 50 分
　場　所：和歌山県立図書館（きのくに志学館）２Ｆ講義研修室
　記念講演：森　郁夫（帝塚山大学人文科学部）
　　　　　　「天武・持統政権と紀伊の古代寺院」
県立紀伊風土記の丘　http://www.kiifudoki.wakayama-c.ed.jp/
○春期企画展　「古墳時代のくらしを調べよう」
　期　間：平成 21 年４月 14 日（火）～６月 28 日（日）
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○企画展「きのくに荘園の世界」
　期　間：平成 21 年６月 13 日（土）～ ７月 20 日（月）
和歌山市立博物館　http://www.wakayama-city-museum.com/
○特別展「写真にみる戦後の和歌山　―復興と人々のくらし―」
　期　間：平成 21 年７月１８日（土）～９月６日（日）
御坊市歴史民俗資料館
○特別陳列「御坊人形のいろいろ」
　期　間：平成 21 年 7 月 20 日（日）～ 8 月 31 日（日）
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　京奈和自動車道遺跡関連発掘調査事務所
　重行遺跡発掘調査事務所
　　℡：0736(78)3740
　県指定史跡水軒堤防発掘調査事務所
　　℡：090(3276)8475
　
　
　　和歌山市新在家 61 番地の４
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